
2018年度から 年収590万円未満の世帯まで

神奈川県私立高校の授業料が実質無償化
最大43万2千円 初年度入学金10万円支給 返還不要

神奈川県の「学費補助金」が増額され、国の「高等学校等就学支援金」とあわせると最大43万2千円

が補助されるようになりました。この43万2千円は、神奈川県の私立高校の平均授業料(年間)に相当し

ます。年収590万円未満の世帯では授業料の実質無償化が実現しました。長年の署名運動の成果です。

〈2018年度 私立高校等生徒への授業料補助〉

2018年12月5日(水)、神奈川県庁で「ゆきとどいた教育をすすめる神奈川教育

署名提出集会」が行われ、翌6日、30人学級を実現させる藤沢の会の3204筆を含

む15万6608筆の署名が県議会に提出されました。藤沢分は昨年を約200筆上回り

ましたが、県全体では昨年を下回りました。

今年の署名の取り組みを振り返っての発言では、「署名を集めにくかった」と

いう声が目立ちました。「実質無償化したからもういいんじゃないか」「まだやる

の」という反応が多く集めにくい、動きが鈍いという報告でした。しかし、実際

にはまだまだ不十分であり、運動の継続が大切という指摘がありました。いくつ

かを紹介します。

お金の心配なく学校に行きたい。学びたい！
１．授業料の補助はあるが、施設費等には補助がない。自己負担は大

きい。上の表参照。

２．神奈川以外の私立に進学すると神奈川の学費補助金は出ない。

３．東京や埼玉に比べ水準が低い。東京は760万円未満まで44万2千円。

４．学びは権利。全ての世帯、子どもを対象に。

署名に取り組んだ高校生の発言から。『私が高校を卒業し、奨学金を借りて大学や専門学校に進学す

ると、数百万円の借金をすることになる。家族にも負担をかける。でも将来の自己実現のために学びた

い。お金の心配なく学校に行き、学べる社会であってほしい。高校で取り組んだ署名で学んだことをこ

れからも活かしていきたい。』
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2018ふじさわ教育署名スタート集会 感想紹介

みんなの教育・ふじさわネットは、8月25日、30 人学級を

実現させるふじさわの会、新日本婦人の会藤沢支部と共催で

藤沢市役所本庁舎5階市民会議室第3を会場に教育署名スター

ト集会を開催しました。20代の小学校教師の報告「今、学校

はどうなっているの？～若い教員の立場から見た現在の学校～」の報告を聞き、過酷な勤務実態とその

改善のための取り組みについて意見交換を行いました。

30 人学級を実現させる藤沢の会から署名取り組みの提起を受け、集会の後、藤沢駅南口で宣伝と街

頭署名を行いました。

「今、学校はどうなっているの？」というテー

マにひかれて参加しました。教員の皆さんの多忙

さはいくらか想像できましたが、具体的なお話や

様々な働き方があることがわかり、一段と改善で

きればと思いました。特に高３の娘が教員（小学

校）をめざして受験勉強にはげんでいるので、職

場環境や労働時間などが少しでも良くなることを

願います。署名が社会を変える力となることを信

じて（期待して）集めたいと思います。

報告を聞いて、今の教育現場がこんなにもひど

い状況になっているのかとあらためて知りまし

た。学校は教師が希望を持って未来の子どもたち

と一緒に学び生活する場ですし、ここまで追い込

まれてしまっては本来の教育の場ではなくなって

しまいます。何とかしたいですね。

子どもたちの置かれている状況も年々ひどくな

っています。親も生活に余裕がなくなってきてい

る家庭がふえています。先生に助けを求めている

家庭や子どももいると思います。先生に余裕がで

きて希望の持てる職場（働き方）が実現できるよ

うに何かできればと思いました。

リアルな教員のお話に、本当に過労死を心配し

ます。

「軍事費削って教育費へ」新婦人も秋の行動署

名が始まります。教員・生徒･学生の人権守るた

めにも教育署名頑張ります！

「いつもバッグに署名用紙を！！」を合い言葉に。

若い小学校の先生に現場の様子をくわしく話し

ていただいてよくわかりました。こんなに大変な

中で働いている先生方に心よりエールを送ります。

問題解決のための４つの提案、そのために教育

予算の増額が不可欠。だからこれらの署名が大切

ということがよくわかりました。集め方の様々の

工夫も参考になりました。勇気を持って行う、い

つも持ち歩いている・・・。今年は今までより少

し足を踏み出してみたいと思いました。

公立小学校の先生のお話は大変参考になりました。

私立の教員はなかなか他校、特に公立の実態を

知らないので、役員にも今日のレジメを配りたい

と思います。

署名は共に頑張りましょう。

〈報告していただいた先生から〉

今日はお話の機会を下さりありがとうございまし

た。自分の仕事が置かれた状況の難しさ、取り巻く

状況の厳しさを再認識しましたが、署名をはじめ、

少しずつ声を上げていくことが一番の展望のように

思います。今後も仕事を見つめながら周りの仲間と

協働しながら頑張っていきたいと思います。

左：私立からの報告、右：街頭署名

みんなの教育・ふじさわネット 学習会と総会
日時：2019年１月26日(土)13:30～16:00
会場：藤沢市役所５階会議室３
学習会：「子どもたちによい教科書と豊かな学力を」
総会：2018年の総括と2019年の方針

みんなの教育・ふじさわネット

講演会 東大大学院教授 本田由紀さん

変容する社会に生きる若者と教育・仕事

日時：2019年5月12日(日) 13:30～16:00
会場：藤沢市民会館第２展示ホール

参加費：500円


